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平
成
28
年
度
事
業
に
つ
い
て 

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

会
長 

熱
海 

五
郎 

 

平
成
28
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
２
月
の
わ
ず
か
と

３
月
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
２
月
８
日
の
山
茶
花
大

学
を
も
っ
て
大
代
地
区
公
民
館
の
計
画
し
て
い
た
社

会
教
育
事
業
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
（
空
き
時
間
を

利
用
し
て
実
施
し
て
い
る
「
集
い
の
広
場
」、「
子
ど

も
広
場
」
は
３
月
も
実
施
予
定
で
す
）。 

（
イ
ン
ド
料
理
教
室
） 

 

（
健
康
講
座
） 

 
 

（
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

） 

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
） 

  
 

（
山
茶
花
大
学
） 

 

（
音
楽
ま
つ
り
） 

 
 

一
部
を
写
真
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
以
外
に
も
こ
の
紙
面
で
も
紹
介
し
た
、
防
災
キ

ャ
ン
プ
や
大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
な
ど
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
の
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
度
も
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
キ

ャ
ン
プ
で
は
地
域
の
団
体
の
方
々
、
学
校
の
方
々
、

宮
城
県
、
多
賀
城
市
、
自
衛
隊
や
消
防
署
、
お
風
呂

を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
小
野
屋
ホ
テ
ル
な
ど
、

多
く
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
し
、
当
協
議
会
と

し
て
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。 

公
民
館
を
利
用
さ
れ
る
方
も
幅
広
い
年
齢
層
に
広

が
り
、
世
代
間
問
わ
ず
地
域
の
方
々
の
交
流
の
場
と

し
て
、
今
後
も
機
能
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

気
軽
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
準
備
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

 

 

参

加

料

 

無

料 

講

 

師

 

諏

訪

 

由

美

氏 

   

（

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

） 
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平
成
28
年
度
第
３
回
多
賀
城
市 

消
費
者
講
座
に
参
加
し
て 

広
報
部 

１
月
27
日
（
金
）
に
、
多
賀
城
市
中
央
公
民

館
で
、
一
般
社
団
法
人
全
国
銀
行
協
会
の
方
を
講

師
に
迎
え
た
第
３
回
多
賀
城
市
消
費
者
講
座
に

参
加
し
ま
し
た
。 

以
前
か
ら
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、「
振
り
込
め
詐

欺
」
と
名
称
は
様
々
で
す
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ

せ
て
お
金
を
入
金
さ
せ
る
。
ま
た
は
、
渡
し
場
所

を
指
定
さ
れ
て
お
金
を
直
接
渡
し
て
し
ま
う
こ

と
で
だ
ま
し
取
ら
れ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
を
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
も
よ
く
目
に
し
ま
す
。 

こ
れ
以
外
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
料
と

い
っ
た
名
目
の
架
空
請
求
、
く
じ
の
当
選
結
果
を

教
え
る
と
い
っ
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
関
す
る
詐
欺
、

還
付
金
詐
欺
な
ど
、
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
て
は

い
る
も
の
の
、
ト
ラ
ブ
ル
、
被
害
が
な
か
な
か
無

く
な
り
ま
せ
ん
。
詐
欺
を
す
る
側
も
役
割
や
、
話

術
な
ど
大
変
巧
妙
に
連
絡
を
し
て
く
る
の
で
、
自

分
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
て
も
騙
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

電
話
な
ど
で
自
宅
や
携
帯
電
話
に
不
審
な
電

話
、
お
金
が
絡
む
連
絡
が
急
に
あ
っ
て
も
、
ま
ず

は
よ
く
考
え
て
、
家
族
や
身
近
の
方
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
一
人
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
と
、
ひ
っ 

か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
詐
欺
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
相
談
し
づ
ら
い

も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
付
け

込
む
詐
欺
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
、
お
金
が
か

か
る
と
い
っ
た
電
話
は
疑
い
を
持
っ
て
接
す
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

多
賀
城
市
教
育
功
績
者
等
表
彰
式 

28
年
度
表
彰
者 

 

（
社
会
教
育
振
興 

大
代
関
連
） 

 

鈴 

木 

絹 

子 

さ
ん 

 

小 

野 

く
に
子 

さ
ん 

（
社
会
体
育
振
興 

大
代
関
連
） 

 

齋 

藤 

静 

子 

さ
ん 

（
児
童
・
生
徒
の
顕
彰 

東
小
学
校
関
連
） 

渡 

辺 

星 

雅 

さ
ん 

表
彰
さ
れ
た
方
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

大
代
中
区
「
男
の
料
理
教
室
」
参
加
者
募
集 

日 

時 

３
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午 

場 

所 

大
代
地
区
公
民
館 

調
理
室 

内 

容 

中
国
の
家
庭
料
理 

講 

師 

菅
原 

弘
美 

氏 

参
加
費 

200
円 

申
込
は
、
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
大
代
中
区
長

本
郷
良
正
ま
た
は
、
宮
城
武
雄
、
我
妻
七
男
ま
で
。 

子
供
の
交
通
安
全
教
室 

 
 
 
 
 
 
 

＆
お
友
だ
ち
づ
く
り 

生
活
安
全
部 

新
入
学
児
童
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
ま
す
。 

日 

時 

３
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午 

場 

所 

大
代
地
区
公
民
館 

内 

容 

交
通
安
全
講
話
・
実
技
・
遊
び
等 

講 

師 

塩
釜
警
察
署 

交
通
課 

職
員 

参
加
費 

無
料
（
参
加
し
た
お
子
様
に
お
み
や
げ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。） 

申
込
み 

３
月
17
日
（
金
）
ま
で
申
込
用
紙
に

記
載
の
上
、
大
代
地
区
公
民
館
窓
口
に

提
出
又
は
電
話
（
３
６
４
・
８
４
４
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
６
４
・
８
４
５
３
）
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 
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「
荒
浜
」
写
真
集
の
ご
紹
介 

大
代
在
住
の
本
郷
浩
さ
ん
が
自
身
で
東
日
本

大
震
災
後
の
各
被
災
地
を
写
し
た
写
真
集
「
荒

浜
」
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
書
店
に
て
購

入
が
可
能
で
す
が
、
大
代
地
区
公
民
館
に
１
冊
見

本
と
し
て
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
一
度
公
民
館
ま
で

お
越
し
い
た
だ
き
、
ご
覧
の
う
え
、
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。 

 

記
帳
所
の
設
置
に
つ
い
て 

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
目
を
迎
え
る
平
成

29
年
３
月
11
日
（
土
）
に
大
代
地
区
公
民
館
玄

関
前
に
記
帳
所
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
震
災
後
の

３
月
11
日
に
は
毎
年
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
方
に
ご
記
帳
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内

い
た
し
ま
す
（
写
真
は
前
年
度
の
記
帳
所
）。 

 

 
 

ふ
れ
あ
い
俳
句
・
短
歌 

大
代
西
区 

藤
田 

遊
子 

○
俳
句 自

転
車
の 

白
き
り
リ
ボ
ン
や 

春
の
風 

○
短
歌 

 
 

復
旧
の 

公
園
に 

子
ら
遊
び 

 
 
 
 
 
 
 

早
く
も
五
歳 

健
康
優
良 

 

チ
ア
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
会
員
募
集 

は
つ
ら
つ
健
康
ク
ラ
ブ 

チ
ア
ダ
ン
ス
の
ス
ク
ー
ル
生
を
新
規
に
募
集

し
ま
す
。 

場 
  

所 

多
賀
城
市
大
代
地
区
公
民
館 

対 

象 

者 

キ
ッ
ズ
（
４
歳
以
上
）
と
小
学
生 

指 
導 

者 

佐
藤 

綾
音 

氏 

（
元
89
Ｅ
Ｒ
Ｓ
チ
ア
ー
ズ
所
属
） 

入 

会 
金 
１
，
０
０
０
円 

月 

会 

費 
２
，
０
０
０
円 

開
講
日
時 

水
曜
日
（
月
２
〜
３
回
予
定
） 

 
 
 
 
 

16
時
30
分
～
17
時
45
分 

募
集
期
間 

２
月
20
日
～
３
月
31
日
ま
で 

申
込
問
い
合
わ
せ
は
は
つ
ら
つ
健
康
ク
ラ
ブ
川

村
ま
で
（
電
話 

３
６
４
・
８
４
４
２
）。 

無
料
体
験
随
時
受
付 

（
３
月
開
講
日
は
３
月
１
日
、
15
日
、
29
日
） 

多
賀
城
市
内
の
公
民
館
の 

冷
暖
房
費
に
つ
い
て 

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
多
賀
城
市
内
の
公
民

館
施
設
の
冷
暖
房
使
用
に
関
し
て
、
使
用
料
が
設

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
大
代
地
区
公
民
館

各
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
、
Ｆ
Ｆ
式

ス
ト
ー
ブ
利
用
に
も
１
時
間
当
た
り
で
使
用
料

が
か
か
り
ま
す
。
大
代
地
区
公
民
館
を
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
大
代
地
区
公
民
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る

冷
暖
房
機
器
と
１
時
間
当
た
り
の
使
用
料
は
左

記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

記 

施 

設 

名 
 

設
置
機
器 

料
金(

１
時
間) 

 

第

１

和

室 

エ

ア

コ

ン 

１
５
０
円 

第

２

和

室 

エ

ア

コ

ン 

１
５
０
円 

 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ 

１
５
０
円 

第

３

和

室 

エ

ア

コ

ン 

１
５
０
円 

第
１
会
議
室 

エ

ア

コ

ン 

３
０
０
円 

第
２
会
議
室 

エ

ア

コ

ン 

１
５
０
円 

視

聴

覚

室 

エ

ア

コ

ン 

１
５
０
円 

Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ 

１
５
０
円 

調

理

室 

Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ 

１
５
０
円 

 



 

 

 


